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Abstract
　The book “Shu” is one of the books of Qin bamboo slips purchased by the Yuelu Academy 
in December 2007, and consists of about 220 slips. We are going to make translation and 
annotation of “Shu” in the same manner as our work on “Suanshu-shu,” that is, the very first 
procedure is to decipher the letters from photographs with the following investigation of the 
results from the mathematical and historical viewpoints.
　This is the fourth released article based on our research and results in which we studied 
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訳：衰分術。かりに 5 人の人がいて、彼らみんなで1石の塩を買った。 1 人は10銭、 1 人
















































































　　　　　 徑 粟＝（米） 　一石八斗泰半　卅一年七月辛亥朔癸酉、田官守敬佐壬稟人□、
出稟屯戍簪褭襄完里黑士五昫忍松塗増　六月食各九斗少半　令史逐視平　敦長
簪褭襄壞中里悍出　壬手 （里耶秦簡　8–1574+1787）





























五斗有（又） 七（13）〼羊出二斗有（又） 七分斗之六、犢出一斗有（又） 七分斗
 C410106+1193


















































　　　 　問題の数値は全く同じであるが、『算数書』では、 3 人の婦人の比例数を誤って、
長者：中者：少者= 3：2：1 として分配している。
　 　 （1 7）拡大図及び赤外線図版では、「少者」の部分は存在しない。しかし、カラー図
版では存在し、簡もつながっている。












　 　 （2 0）赤外線図版では「五十」だが、カラー図版では明らかに合文で、「五十十」となっ
ている。
























































（一三一）（27）〼五。其 （術） 曰、始日直（置） 一、次直（置） 二、次直（置） 四。





訳：… 5 。その術にいう、初日は 1 を、次の日は 2 を、その次の日は 4 を置き、よりてそ





















　　　　　 1 日目 10尺×1―1+2+4 =1
3―7 尺
　　　　　 2 日目 10尺×2―1+2+4 =2
6―7 尺































（一三四） 凡三卿（郷）（33）。其一卿（郷） 卒千人、一卿（郷） 七百人、一卿（郷） 五百人。
今上（34）歸千人、欲以人數衰之。問、幾可（何） 歸幾可（何）。曰、千者歸四[百]（35）
 0943
（一三五） 五十四人有（又） 二千二百分人千二百。・七百者歸三百一十八人有（又） 
二千二百分人四百。五百歸二百廿七人有（又） 二千二百分人六百。 0856




































































　　　 　「食二斗は米一斗に相当する」のであるから、食10斗は米 5 斗に相当する。また粟：
米=5：3なので、粟10斗は米 6 斗に相当する。ゆえに米・粟・食各おの10斗を米に
換算し、価値の比率を求めると、




























x 斗、粟を y 斗とすると x + y = 7 で米と粟の価値比率は米：粟＝ 5：3 であるので、
5 x：3 y = 5：4である。これを解くと x = 3、y = 4となり、米 3 斗と粟 4 斗を持






















訳：曰く、粟を 6 斗とし、米を10斗とし、麦を6 2―3 斗とし…さらに、粟 6 斗、米10斗、麦






































































のは3000銭を 1 日貸すのと同じと考える。このとき利息は 8 銭である。17銭を 7 日貸
すということは、17× 7 銭を 1 日貸すことと同じであり、このときの利息を x 銭とす
ると、（100×30）： 8 =（17×7）： x が成り立つ。したがって利息は、 x = 17×7×8―100×30 銭
と求まる。
　　 　しかし、（一四四） 簡の実は17× 7 のみであるから、『算数書』とは用いた比例関係
が異なっている。術文の「卅日乘…以爲法」から、法の中の計算で30日に100銭をか
けていることは間違いない。上で求めた利息 x = 17×7×8―100×30 銭と、『数』の実の計算に
は利息 8 銭が関わっていないことから、『数』の法は100×30―8 であったことが推定さ
れる。
　　 　この法を解釈すると、「利息 1 銭を得るためには、 1 日何銭貸せばよいか」を表し
ている。これは大きな差異である。『算数書』ならば「 1 日3000銭を貸すと 8 銭の利
息が得られる」として貸銭と利息の比例関係を認識しているところが、『数』ではま
ず「 1 銭の利息を得るため」の貸銭量を求めているからである。
　　　比例関係をあえて書けば、 100×30―8 ： 1 = （17× 7 ）： x となり、したがって



















訳：布 8 尺で11銭である。今、布が 3 尺ある。銭をいくら得るか。答えにいう、4 1―8 銭で





































訳：金を持って 3 つの関所を出た。関所ごとに 5 分の 1 の税を課せられ、最後に金 1 両が
残った。問う、始めの満額の金はいくらか。曰く、161―64両である。その術にいう、（ 1  












  　 （5 6）「除」は餘に同じ。
　　　 「授衣者、夏衣以四月盡六月稟之、冬衣以九月盡十一月稟之、過時者勿稟。…已稟衣、
有除褐十以上、輸大内、與計偕。」 （雲夢秦簡　金布律90 ～ 93）
　　　 ちなみに『算数書』「方田」では「徐」字が「餘」の意で用いられている。「田一畝
方幾何。曰、方十五卅一分十五。術曰、方十五不足十五、方十六有徐（餘） 十六。」




  　 （5 8）「置兩而參四之」は法について述べた部分であるが、この部分は、『算数書』（前
掲注（55））では「直（置） 一關而參倍爲法」となっている。この「一關」という表
現が理解しにくいが、計算上は、関所ごとに課税されずに残る率を指すはずである。
従って、本題の「兩」も、 1 関ごとに課税されなかった金の両の比の数、即ち 4 と
考えられる（[2]125 頁参照）。











































こでは「糙」は米と粟が 2 ： 1 の割合で混ざっている穀物である。
　　（65）本題の計算は以下の通り。








　　　　 2―3 x +







訳： 鉄 1 鈞を鍛えるのに、炭 3 石 1 鈞を使う。（鉄）1 斤には（炭）13斤を使い、（鉄）１両
には（炭）13 両使う。
注：（ 66）計算は以下の通り。
　　　　 1 鈞＝30斤なので、鉄 1 鈞＝ 30斤である。さらに 1 石＝ 120斤なので、炭 3 石
1 鈞は、360斤＋30斤＝390斤である。鉄 1 斤を鍛える時に用いる炭を x とすると、









鉄 1 両＝ 1―16斤を鍛える時に用いる炭は、
13―16斤＝13両となる。








　　　　 銅 1 斤で12銭。 1 斤は16両なので、銅 1 両では12―16 銭となる。また、銅 1 斤で12銭、


































［ 2 ］　 張家山漢簡『算数書』研究会編『漢簡『算数書』−中国最古の数学書−』朋友書店
（2006年10月）
［ 3 ］　 馬彪「『算数書』之“益耎”“與田”考」簡帛網（2006年11月22日）
　　　（http://www.bsm.org.cn/show_article.php?id＝467）
［ 4 ］　 田村誠、張替俊夫「新たに出現した二つの古算書―『数』と『算術』」大阪産業大
学論集　人文・社会科学編 9 号（2010年 6 月）
［ 5 ］　陳松長「岳麓書院所藏秦簡綜述」、文物（2009年第 3 期）
［ 6 ］　 肖燦、朱漢民「岳麓書院藏秦簡《數書》中的土地面積計算」湖南大學學報（社會科
學版）（2009年第23巻第 2 期）
［ 7 ］　許道勝「提封詞源考」湖南大學學報（社會科學版）（2009年第23巻第 4 期）
［ 8 ］　 肖燦、朱漢民「周秦時期穀物測算法及比重觀念――岳麓書院藏秦簡《數》的相關研
究」自然科學史研究（2009年第28巻第 4 期）


























［20］　彭浩「談秦漢數書中的“輿田”及相關問題」、簡帛網（2010年 8 月 6 日）
　　　（http://www.bsm.org.cn/show_article.php?id＝1281）
［21］　 陳偉「秦漢算術書中的“輿”與“益耎”」簡帛網（2010年 9 月13日）
　　　（http://www.bsm.org.cn/show_article.php?id＝1300）
［22］　 許道勝、李薇「岳麓書院所藏秦簡《數》釋文校補」江漢考古（2010年第 4 期）
［23］　肖燦「秦簡《數》之“秏程”、“粟爲米”算題研究」湖南大學學報（社會科學版）
　　　（2011年第25巻第 2 期）










［28］　 馬場理惠子「『九章算術』訳注稿（5）」大阪産業大学論集人文・社会科学編 6 号（2009
年 6 月）









集人文・社会科学編18 号（2013年 6 月）
［34］　 吳朝陽「嶽麓秦簡《數》之“石”、穀物堆密度與出米率」簡帛網（2013年 1 月30日） 
（http://www.bsm.org.cn/show_article.php?id=1826）
［35］　 角谷常子、張替俊夫「『九章算術』訳注稿（7）」大阪産業大学論集人文・社会科学
編 8 号（2010年 2 月）
